
      

      
                                                

愛媛大学の全学的な取組 

「学生中心の大学」「地域にあって輝く大学」を目指して 

―― 平成 18 年度に係る業務実績報告書の要点 ―― 

 

学長のリーダーシップの下，機動的・戦略的な大学運営 

 

学長は，２期目のスタートに当たり，愛媛大学憲章に基づき，平成 18 年度から

実施する５つの重点課題を明確に示し，それらを教職員の一体化を図る組織機構改

編の中で推進した。 

その成果の特徴的事項は，１．自律的管理運営体制の強化 ２．教育改革の組織

的展開 ３．地域貢献，国際交流の推進 が挙げられる。 

 

 

愛媛大学の５つの重点課題 2006～ 

第一 学生中心の大学を作り上げていく 

第二 世界レベルの研究をより一層活発に展開し，研究の質と規模を確保する 

第三 地域にあって，地域の活性化に努め，地域住民に貢献する大学の方針を 

確立し，そのための諸課題を実践する 

第四 先進諸国の研究拠点と連携するとともに，とりわけ援助の手を求めてい 

る東南・南アジアを中心とする開発途上国への支援を展開し，これらの 

国々から尊敬される国際的な地位を確立する 

第五 以上の諸課題を力強く実施する主体として，国立大学法人愛媛大学の自 

律的運営体制を確立し，さらに財政基盤を強化する 
 

１．自律的管理運営体制の強化  

○組織機構の改編 

・「先端研究推進支援機構」の設置 
  研究センターを中核とした先端研究の戦略的統括・支援 
・理事の担当職務の見直し 
・学長特別補佐２名の増員（学術・国際交流担当，企画担当） 

 
○学長のリーダーシップを支える組織 

・経営政策室：競争的資金獲得戦略，「愛媛大学科学研究行動規範」の策定 
・経営情報分析室：中期計画の評価指標作成，財務データ分析 
・自己点検評価室：「教員の総合的業績評価」の検証，認証評価の受審準備 
・理事主宰の WG の設置による効率的な意思決定（教員組織に関する WG 等） 
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○戦略的資源配分の拡充・評価 

・学長裁量経費の確保（1.95 億円）・活用 
・透明性・公平性を確立した重点配分 

研究開発支援経費（1.1 億円），公開ヒアリング，研究成果シンポジウム 
教育改革促進事業（愛大 GP 2,500 万円），教育経費の重点配分 

・プロジェクト経費の研究成果の評価・検証 
 
○戦略的・効果的な人的資源の活用の拡大 

・学長裁量定員の確保・活用 
防災情報研究センター 教授１名（２年任期）， 
総合健康センター 助教授１名（産業医） 
他機関との人事交流 教授１名（１年任期付き）   総数 23 名の配置 

・職員の新人事評価の試行 
民間手法による評価者研修の実施 

 ・ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発（平成 18 年度特色ＧＰ採択） 
   新しいＳＤ研修（プレゼンテーション研修・リーダーシップ研修） 
 
○財務内容の改善・充実 

・外部資金獲得支援，科学研究費補助金申請支援 

・病院経営の改善 
診療科毎のマニフェストの策定と実践（インセンティブの付与） 
(財)日本医療機能評価機構による評価受審（Ver.5 の認定） 
地域がん診療連携拠点病院（「腫瘍センター」の新設） 
「再生医療研究センター」の新設              資料１ 

・「愛媛大学総人件費の削減計画」に基づく具体的な削減計画の策定 
人件費削減計画の実施，教員定年後の 1 年間不補充 → 2.8 億円削減（削減率２％） 

 

○施設整備計画及びマネジメント等の新たな取組 

・大学のトップマネジメントとしてマネジメント体制の強化 
学長を委員長とする「施設マネジメント委員会」の設置 

・施設改修５カ年計画の策定                  資料２ 
・学生の自習室改善計画の策定 
・本学の主要施策に則った既存施設の有効活用 

防災情報研究センター，国際交流センター等のスペース確保 
 
○危機管理への新たな対応 

・危機管理室を中心に「防災マニュアル」(原案)の策定 
・啓発活動として「危機管理セミナー」の開催 
・「科学研究行動規範管理規程」の策定，安全衛生教育の充実 
・研究費の不正使用対策への取組 

愛媛大学の研究費等の運営及び管理等の基本方針，「不正使用防止規程」 
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２．教育改革の組織的展開  

○教育方法等の改善 

・教育企画室の設置（ＦＤの企画・実施の中心的役割）      資料３ 
   個別ニーズに対応した多様な FD プログラムの実施 

（FD スキルアップ講座，教育ワークショップ，授業コンサルティングサービス等） 
・教育改革を主導する「教育コーディネーター」の全学配置 
・学長裁量経費による教育改革促進事業「愛大ＧＰ」の創設 
  教育の高度化・活性化の推進（教育コーディネーター等の活動支援） 
  個別ヒアリング，教育改革シンポジウム（進捗状況の評価・検証） 
・大学院教育の現状と課題「大学院教育の在り方に関する検討ＷＧ」 

・入学試験改革（ＡＯ入試の拡大，平成 19 年４月「アドミッションセンター」の設置） 

 

○特色ある教育プログラムの実践                 資料４ 

 ・「ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発」（特色ＧＰ採択） 

 ・「瀬戸内の山～里～海～人がつながる環境教育」（現代ＧＰ採択） 

 ・「１年制大学院が地域の特別支援教育を変える」（教員養成ＧＰ採択） 

 

○学生支援の充実 

・就職支援・キャリア支援の強化                資料５ 
就職指導会議の設置，就職支援プログラムの充実 
就職支援バスの運行，ホームページに「就活なんでもＱ＆Ａ」を開設 
学生ボランティア（キャリア・サポーター） 
社会人との交流会の企画・運営，学生の目線に立った「キャリサポ新聞」の発行 

・身体に障害のある学生の修学支援 
障害者修学支援委員会，キャンパス・バリアフリー推進室の設置 
障害学生支援ボランティア（ノートテイカーとして約 100 名の学生が登録） 

 

○教育研究活動の推進・環境整備 

・３先端研究センターを中核とした世界レベルの研究を推進    資料６ 
  「化学物質の環境科学教育研究拠点」グローバル COE プログラム採択 
・研究成果の社会還元を通して地域貢献を目指す 

「防災情報研究センター」，「再生医療研究センター」の設置     資料７ 
・若手研究者の育成・支援 

「研究開発支援経費」の学内公募資格を大学院生・ポスドクに拡大 
・女性教職員の勤務環境の改善 

医学部キャンパス内に保育所「あいあいキッズ」を開設（平成 19 年４月） 
男女共同参画推進委員会の設置（平成 19 年４月） 

 ・「設備整備マスタープラン」の策定 
   共有設備，基盤研究整備 
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３．地域貢献，国際交流の推進  

○愛媛県，県下３市との連携協定に基づく施策の展開 

・サテライトオフィスの活用，地域防災教育の実施 

・「南予活性化対策協議会」の設置                資料８ 

・南予９市町において「南予地域活性化総合セミナー」の開催, 

○「国際交流センター」の設置(平成 18 年４月改組) 

 ・一元的な国際交流事業の推進，学生の海外派遣プログラムの充実 

○「愛媛大学サテライトオフィス・カトマンズ」（カトマンズ市内に設置） 

・ネパールの防災研究 

・世界遺産周辺の地盤調査（ｱｼﾞｱの開発途上国支援）       資料９ 

 

 

４．開かれた大学運営 

○外部有識者の積極的活用 

・経営協議会学外委員からの意見を大学運営に反映 
教育改革促進事業（愛大ＧＰ）の審査委員に経営協議会学外委員を委嘱 
広報経費の重点配分 → 全学的な入試広報パンフレットの刷新 
事務系職員の新人事評価制度の試行 

・民間企業役員経験者の登用（社会連携担当理事） 
 

○監査機能の充実・指摘事項に対する改善 

・既存施設の点検・評価及び有効活用への取組 → 共有建物として再構築 
・事務系業務の見直し → 「業務支援室」の設置 

 

○情報公開の促進 
・愛媛大学広報番組のラジオ放送開始，研究者紹介ＣＤ作成 
・大学の活動をわかりやすく紹介する冊子「新しい大学の創造」の発行 
・ホームページの充実（随意契約に関する情報公開，教育企画室，環境管理） 
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平成 17 年度に係る業務実績の評価結果に対する改善 

 

平成 17 年度に係る業務実績の評価結果について，国立大学法人評価委員会から

の指摘事項は特になかったが，学内で評価結果の共有化を図り，担当理事を中心と

した全学体制で平成 16 年度の指摘事項のさらなる改善を図った。 

また，自己点検評価室からの提言，学生からの要望に基づき，学生中心の大学作

りのための取組を充実させた。 

 

 

１．学生中心の大学作りのために学生の声を反映 

○学生の授業評価，卒業時のアンケート調査の分析と活用 

○自己点検評価室からの全学的な提言 

・学長への意見箱「くるま座ｅ－ねっと」に対する迅速な対応 
・「学生代表者会議」（平成 19 年４月設置） 

○学生からの要望  

→「キャンパス・バリアフリー推進室」の設置 

 

２．法人評価委員会の期待事項への取組 

○教員組織の改編への取組 

・「先端研究推進支援機構」，「防災情報研究センター」等の設置 

・全学的な重点課題に沿って新たに教員を配置 

 

○外部資金獲得への取組 

・「社会連携推進機構」の機能活用・地元金融機関（２銀行）との連携協定 
→ 受託研究費（約 4,500 万円）と寄附金（約 2,900 万円）の増加 

・科学研究費補助金に関する説明会（科学研究における行動規範，不正使用防止） 
各学部の学術研究委員会において研究計画調書作成指導（新規採択率 2.7%増) 

 
○広報体制の強化 

・広報担当の副学長を中心に新たな広報活動の展開 

・広報戦略を企画する「広報室」と各部局の連携強化 

・「学長定例記者懇談会」において，積極的な大学情報の発信 

 

○防災マニュアル(原案)の策定 

・防災情報研究センターの指導により，より学生の視点を考慮した再検証 
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愛媛大学憲章（広報誌Ｌｉｎｅ２７号） 
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資料１  再生医療研究センター（朝日新聞 平成 18 年 12 月 7 日）  

 

資料２ 
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資料３  教育企画室（愛媛大学ホームページより） 

 

資料４  教育プログラムの実践 

・ ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発（特色ＧＰ） 

  

愛媛大学の教職員能力開発体系 

レベル Ｆ Ｄ Ｓ Ｄ ＴＡＤ 

新任教職員研修オリエンテーション 
ＴＡ研修（共通教育）

ＴＡ研修（専門教育）

FD/SD セミナー 

レベルⅠ 

[導入] 

共通教育改善のための学生とのワークショップ  

教育ワークショップ 
新人研修プログラム 

接遇マナー研修 

TA ワークショップ 

 
レベルⅡ 

[基本習得] 
FD スキルアップ講座 

レベルⅢ 

[応用・発展] 

授業コンサルティング 

公開授業 

中堅職員研修（プロジェクト研修）

SD スキルアップ講座 

 

スタディ・ヘルプ・デスク

教育実践シンポジウム発表 教育学生支援部タスクフォース  
レベルⅣ 

[創作・発展] 大学教育実践ジャーナル投稿 
教育実践ジャーナル投稿

 

レベルⅤ 

[支援・指導] 

教育ワークショップ講師 

FD スキルアップ講座講師 

授業コンサルタント 

FD ファシリテーター養成講座

SD スキルアップ講座講師 

 

T A コーディネーター研修
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・瀬戸内の山～里～海～人がつながる環境教育（現代ＧＰ） 

 
 

・１年制大学院が地域の特別支援教育を変える（教員養成ＧＰ） 
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資料５  就職支援・キャリア支援（愛媛大学ホームページより） 
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資料６  ３先端研究センターを中核とした研究推進（愛媛大学概要２００７）  
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  資料７  防災情報研究センター（広報誌Ｌｉｎｅ２７号 Ｐ１７） 

 
 

愛媛県南予活性化への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サテライト・オフィスの活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報誌Ｌｉｎｅ28 号 P21 

毎日新聞 平成 18 年 8 月 3日 
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資料８  南予地域活性化総合セミナー（愛媛大学ホームページより） 
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資料９  愛媛大学サテライトオフィス・カトマンズ 
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